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学力向上対策第2弾として，『学力アップ数学』を始めました。『学力アップ数学』は数学の学
力向上を目指して2つの取り組みを行います。一つ目は，朝自習の時間に教室で自分に合った問
題を選択して10分間数学の問題に取り組みます。二つ目は総合的な学習の時間を利用して習熟度
別クラスで数学の問題に取り組みます。
この2つの取り組みを今週から始めました。9年生になるまでの4ヶ月間，少しでも数学ができ

るようになり，学習意欲が高まることをねらいとしています。軌道に乗ってきたら，数学だけで
はなく，英語等他教科にも広げられたらと考えています。
10 日の総合の時間には第1回目の習熟度別学習を行いました。どのクラスでも意欲的に学習

に取り組む子どもたちの姿が多く見られました。「できる」ようになることは，子どもたちの学習
意欲を高めます。より多くの問題に取り組めるよう，分からないところが一つでも分かるように
なるよう，改良しながら進めていくことで，子どもたちの『自信』を増やしていきたいと考えて
います。

最近の子どもたちの様子を見ていて気になることがあります。それは他人（ひと）に対して，
不用意な言動をしている生徒が見られることです。軽い気持ちで，ノリで相手に対して言葉を
発してしまうことにより，相手が傷ついてしまうことがありました。人は顔が一人一人違うよ
うに，性格も，考え方も，癖も違います。一人一人違っているからこそ，いろいろな考え方が
あっておもしろいのではないかと思います。
ところが，この時期の子どもたちに特有な傾向として，自分（たち）と異質なものに対して，

排除しようとする傾向が見られます。みんなと同じなら安心していられるのでしょうか。自分
が自分らしくいられるためには，人に対しても個性として認める寛容さが必要です。また，自
分はこれでいいんだと思える自己肯定感も必要です。自分と違っていても，『個性として受け止
める優しさ』，『自分の言動によって相手はどう感じるのだろうという想像力』を子どもたちに
はつけさせたいと考えています。
「人を思いやる心」は，自分が大切な存在だと思えることから育っていきます。一人一人が

自分を大切な存在だと思えるように，一人一人を認めながら育てていきたいと考えています。
そして，自分に「自信」がもてることで，相手にも優しく接することができるのではないかと
思います。
ご家庭でも，どんな小さなことでも，本人ががんばっているときには褒めてあげてください。

結果も大切ですが，失敗してもがんばった自分を認めてもらったことが，次への大きな原動力
になります。それが自己肯定感を高めることに繋がると思います。

今週の予定 ☆2学期もあと2週間，復習をしっかりしよう！

校時 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 部活動
クラス １２３４ １２３４ １２３４ １２３４ １２３４ １２３４ （下校時刻）

1２月14日 理理英数 音国社美 英技家国 国家技英 社英数理 ×
（月） 出張：櫻井Ｔ（PM） １４：５０

１５日 理数英国 国英理理 英体体社 数社国英 社国数音 美理社数 ○
（火） 出張：小関Ｔ １６：４０

１６日 英社国理 体理英体 国英社数 理体体英 数国理社 道道道道 ○
（水） Ｍスタ（数学） 出張：井上Ｔ １６：４０

１７日 英音数国 体英国体 技美理家 家数美技 総総総総 総総総総 ○
（木） Ｍスタ（数学） 出張：生木谷Ｔ 総合：学力アップ数学⑤ １６：４０

１８日 国数音理 社体体英 数社理国 体理国体 理国英社 学学学学 ○
（金） 出張：本橋Ｔ １６：４０

☆ 2学期もあと2週間になりました。学習したことの復習をしっかりして，分からな
いところを減らし，できるところを確実にしていきましょう。
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